
6月14日（日）
春の環境美化活動並びに河川愛護活動にご協力いただき、ありがとう
ございました。梅雨の時期でもあり、天候が気になるところではありまし
たが、早朝から汗ばむほどの暑さとなりました。朝８時より、各組ごとに
環境美化活動を実施していただき、区内も大変綺麗になりました。
また、環境部員と副組長による藤営川河川敷の草刈りも実施していた
だきました。

区長だより
藤 営 自 治 区

令和８年６月号

◆ ６月の主なイベント・活動状況

藤営自治区では、ホームページを開設しています。

ＱＲコードからアクセスしてみてください。

回覧

【藤岡南地区】

6月4日 （木）藤岡南区長会第３回定例会

6月6日 （土）社会を明るくする運動

6月13日 （土）藤岡南コミ第１回役員企画委員合同会

6月20日 （土）藤岡南コミ防災講演会

6月26日 （木）藤岡南中学校3年生総合学習

（SAKURA創生会議）

6月30日 （火）藤岡南地域会議第３回定例会

【藤営自治区】

6月6日 （土）第２回サマーフェスタ協力者会議

6月13日 （土）第３回役員会・委員会

6月14日 （日）環境美化の日

第１回安否確認訓練

6月21日 （日）環境美化の日（予備日）

今月のつぶやき日記

その１

６月14日(日) 8:００～

春の環境美化活動・河川愛護活動 実施

ご協力ありがとうございました

春の環境美化活動並びに河川愛護活動にご協力いただき、ありがとう
ございました。梅雨の時期でもあり、天候が気になるところではありまし
たが、早朝から汗ばむほどの暑さとなりました。朝８時より、各組ごとに
環境美化活動を実施していただき、区内も大変綺麗になりました。
また、環境部員と副組長による藤営川河川敷の草刈りも実施していた
だきました。

皆さん、暑い中ご苦労様でした。
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６月20日（土）に藤岡南コミュニティ会議主催による防災講演会が藤岡南交流館
で開催されました。防災講演会は、藤岡南コミュニティ会議における防災部会の企画
により、災害に対する正しい知識と意識の向上を目的に毎年開催されています。

今回の企画においては、ひとりでも多くの方々に防災についての関心を持っていただき
たく、笑いながら学べる「防災高座」と称し、愛知県内を中心に活躍されている落語家
「登龍亭　獅鉄」様を招き、落語を聞きながら防災知識を学ぶ講演会となりました。

普段なかなか生で見る・聴く機会が少ない落語でしたが新鮮であり、いくつもの笑い
声が館内に響き渡っていました。落語噺「時そば」の一節を「時きしめん」に変換して
名古屋弁で噺すところは、「さすがプロだな」と感心させられました。

防災士の資格を有する観点から、防災に対する「人の考え方の落とし穴」を見つける
点が、とても参考になりました。予期せぬ危機や異常事態に直面した際、「自分は
大丈夫」「まだ大したことはない」など心の平穏を保とうとする正常性バイアスが、いざ
というときの落とし穴になりがちであるとのことです。
防災対策の考えは「自然災害」だけではありません。「人工的な災害（例えばテロ・
戦争等）」についても、視点を充てる必要があることを痛感しました。

今回の講演会を通じて、これまでと違った目線での防災知識と意識の向上を学ぶ
ことができました。。

今月のつぶやき日記
その２

藤岡南地区コミュニティ会議主催

防災講演会 「笑て学ぶ防災高座」

６月２０日（土）

６月20日（土）に藤岡南コミュニティ会議主催による防災講演会が藤岡南交流館
で開催されました。防災講演会は、藤岡南コミュニティ会議における防災部会の企画
により、災害に対する正しい知識と意識の向上を目的に毎年開催されています。

今回の企画においては、ひとりでも多くの方々に防災についての関心を持っていただき
たく、笑いながら学べる「防災高座」と称し、愛知県内を中心に活躍されている落語家
「登龍亭　獅鉄」様を招き、落語を聞きながら防災知識を学ぶ講演会となりました。

普段なかなか生で見る・聴く機会が少ない落語でしたが新鮮であり、いくつもの笑い
声が館内に響き渡っていました。落語噺「時そば」の一節を「時きしめん」に変換して
名古屋弁で噺すところは、「さすがプロだな」と感心させられました。

防災士の資格を有する観点から、防災に対する「人の考え方の落とし穴」を見つける
点が、とても参考になりました。予期せぬ危機や異常事態に直面した際、「自分は
大丈夫」「まだ大したことはない」など心の平穏を保とうとする正常性バイアスが、いざ
というときの落とし穴になりがちであるとのことです。
防災対策の考えは「自然災害」だけではありません。「人工的な災害（例えばテロ・
戦争等）」についても、視点を充てる必要があることを痛感しました。

今回の講演会を通じて、これまでと違った目線での防災知識と意識の向上を学ぶ
ことができました。。
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